Development of multi-center grand ensemble prediction and its application to high impact weather by 松枝 未遠
Development of multi-center grand ensemble
prediction and its application to high impact
weather
著者 松枝 未遠
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of
Tsukuba, (B), no. 2398, 2008.9.30
















平成 20 年 9 月 30 日
学位規則第４条第２項該当
生命環境科学研究科
Development of Multi-Center Grand Ensemble Prediction and its Application 
to High Impact Weather
（マルチセンターグランドアンサンブル予報の構築と大気顕著現象への応用）
氏　名（本籍）
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件






















具体例として，2006 年 12 月から 2007 年 11 月までの JMA（日本の気象庁），ECMWF（ヨーロツパ中期
予報センター），UKMO（英国気象局），NCEP（米国環境予測センター），CMC（カナダ気象センター）の
各機関の現業中期アンサンブル予報データを蓄積し，それぞれのアンサンブル予報精度の相互比較を行っ
た。最も予報精度の良い ECMWF の予報値に対し，ECMWF，JMA，NCEP，CMC，UKMO の予報データ












人間活動に大きく影響する 1 ～ 2 週間先の中期予報は，気象学における最重要課題のひとつである。世界
の現業数値予報センターで行われている現業中期アンサンブル予報を用いて構築されたマルチセンターグラ
ンドアンサンブル予報により，世界最高水準の予報精度を持つ ECMWF のアンサンブル予報を超えること
が可能であることが示された。この研究成果は，マルチセンターグランドアンサンブル予報が，世界最高水
準の中期予報を行う先端技術であることを示しており，世界的に注目される研究成果であると同時に，本学
の学位論文として十分な水準にあることを示している。各国の予報モデルはそれぞれが独自のモデルバイア
スを抱えており，この問題はいくらアンサンブルメンバーの数を増やしても解消されないものである。しか
しながら，各国の予報モデルを集めてアンサンブル予報を構築することで，それぞれのモデルバイアスが統
計的に打ち消しあい，一段階高い水準のアンサンブル予報となることが，本研究の成功の理由と考えられる。
その背景には，各国の膨大なアンサンブル予報データをリアルタイムで結合させるインターネットの高速化
がある。これまでは不可能とされていたことが今日では可能となり，本研究の新規性の基盤を支えている。
本研究を行った松枝氏は，THORPEX の枠組みの中で実施された筑波大学と気象庁との共同研究の一環で，
気象庁数値予報課に長期滞在し，本研究成果の中心的役割を果たしてきた。関連する研究成果は既に査読付
き国際学術誌に多数公表されており，各国の現業中期予報の立場からも注目されている。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
